
検
討
会
議
は
、報
道
陣
を
含
み
完
全
公
開
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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検
討
会
議（
海
上
地
区
を
 

中
心
と
し
て
）が
始
ま
る
。
  

5/28

2005年日本国際博覧会 

詳細は 
4・5 
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地
元
関
係
者
、自
然
保
護
団

体
や
有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る

「
愛
知
万
博
検
討
会
議（
海
上
地

区
を
中
心
と
し
て
）」（
以
下
「
会

議
」と
い
う
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

５
月
２８
日
の
第
１
回
会
議
で
は
、

委
員
長
に
谷
岡
郁
子
氏
（
中
京

女
子
大
学
学
長
）
、副
委
員
長
に

森
嶌
昭
夫
氏（
名
古
屋
大
学
名
誉

教
授
）が
選
出
さ
れ
、海
上
の
森

で
の
愛
知
万
博
開
催
に
向
け
た

基
本
的
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
の
会
議
は
、愛
知
万
博
の
開

催
に
向
け
て
、会
場
候
補
地
で
も

あ
る
愛
知
県
瀬
戸
市
南
東
部（
海

上
地
区
）等
の
活
用
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
枠
組
み
を
整
理
し
、博

覧
会
協
会
が
行
う
会
場
計
画
策

定
作
業
等
の
指
針
を
示
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、幅
広
い
観
点
か

ら
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
審
議
を

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
こ
の
会
議
の
設
置
に
当
た
っ
て

は
、4
月
4
日
に
、国（
通
商
産
業

省
）、愛
知
県
、博
覧
会
協
会
の
３

者
で
公
表
し
た
「
海
上
の
森
の
博

覧
会
事
業
及
び
地
域
整
備
の
基

本
的
方
向
に
つ
い
て
」（
詳
細
は

2
ペ
ー
ジ
）と
、4
月
２８
日
の
、世

界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
、

日
本
自
然
保
護
協
会
、日
本
野
鳥

の
会
を
加
え
た
6
者
で
の
意
見

交
換
会
の
合
意（
詳
細
は
3
ペ
ー
ジ
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
 

　
会
議
の
場
及
び
配
布
資
料
は

公
開
で
、一
般
市
民
の
方
々
に
傍

聴
の
場
を
設
置
し
、博
覧
会
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
会
議
の
中
継
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

愛知万博検討会議 
が始まる……………………
国・愛知県・博覧会協会が 
見直し案に合意 …………… 
愛知万博をめぐる 
最近の会議について………
シンボルマークが決定…… 

「Ｌantern Ｃar“螢”」公開 … 
ドイツ・ハノーバー 
国際博覧会が開幕…………

ＥＸＰＯ2005トピックス……

1

2

2

4

6

7

8

決定作品 

※
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、博
覧
会
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 

　
ご
覧
く
だ
さ
い（
ア
ド
レ
ス
は
8
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
 

〇地元関係者 
伊藤 保徳   
未来創造・21せと市民の会 

井戸田 幸子   
日本ＥＶクラブ愛知 

木村 光伸    
2005年日本国際博覧会推進
瀬戸地区協議会 

國分 孝雄 
EXPO2005地球市民の会 

戸田 敏行 
夢倶楽部 

藤原 歳久 
ＥＧＮ（エキスポ・グローバル・ネ
ットワーク） 

前田 裕子  
万博とくらしを考える長久手町
民の会 

山田 治義 
山口地域まちづくり協議会 

山本 和甫 
長久手町商工会 
 
〇自然保護団体 
上杉  毅 
海上の森世界遺産登録推進 
協議会 

宇佐見  大司  
愛知万博の環境アセスメントに
意見する市民の会 

加藤  徳太郎 
海上の森を守る会 

草刈 秀紀  
財団法人 世界自然保護基金日
本委員会 

古南 幸弘 
財団法人　日本野鳥の会 

高垣 英明  
日本野鳥の会愛知県支部 

辻  淳夫 
藤前干潟を守る会 

森山  昭雄  
国営海上の森里山公園構想を
すすめる連絡会 

吉田 正人 
財団法人 日本自然保護協会 
 

〇有識者 

糸魚川 淳二 
名古屋大学名誉教授 

島津 康男  
名古屋大学名誉教授 

谷岡 郁子（委員長） 
中京女子大学学長 

林  進 
岐阜大学農学部教授 

森嶌 昭夫（副委員長） 
名古屋大学名誉教授 

鷲谷 いづみ 
東京大学大学院農学生命科学
研究科教授 
 

〇博覧会協会企画運営委員 
隈  研吾 
会場計画プロジェクトチーム 

武内 和彦 
環境プロジェクトチーム 

萩原 喜之  
環境プロジェクトチーム 

森川 高行   
観客輸送プロジェクトチーム 

地
元
関
係
者
、自
然
保
護
団
体
、有
識
者
等
が
参
加
。
公
開
で
行
い
、幅
広
い
合
意
形
成
を
め
ざ
す
。
 

愛知万博検討会議の委員名簿 
（委員数：２８名）／敬称略 

 

　なお、博覧会協会では愛知万博検討会議の
設置に伴い、同会議に対するご意見募集コーナ
ーを設置しました。これは、広く市民のご意見
を反映させるためで、氏名等をはじめ、原本を
そのまま会議の場に提出していきます。 
　ご意見の提出方法は、郵便、FAX、博覧会協
会のホームページ（http://www.expo２００５
.or.jp/jp/news/kaisyoiken.html）で募集し、
その際には住所／氏名／表題／意見内容／電
話番号／e-mailアドレスを明記してください。 

● ご意見を募集します ● 

A

A



自
民
党
及
び
超
党
派
の
推
進
議
員
連
盟
総
会
で
、 

愛
知
万
博
の
協
力
を
要
請
。
 

 

　
「
自
由
民
主
党
2
0
0
5
年
日
本
国
際

博
覧
会
推
進
議
員
連
盟
」
と
「
２１
世
紀
万

国
博
覧
会
推
進
議
員
連
盟
」
の
総
会
が
そ

れ
ぞ
れ
4
月
１２
日
、東
京
都
内
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

　
両
総
会
の
中
で
、豊
田
章
一
郎
博
覧
会
協

会
会
長
は
、4
月
4
日
に
深
谷
隆
司
通
商

産
業
大
臣
、神
田
真
秋
愛
知
県
知
事
と
の

間
で
海
上
の
森
の
博
覧
会
事
業
及
び
地
域

整
備
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
合
意
し
た

こ
と
を
報
告
し
、「
11
月
な
い
し
1２
月
の

Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
の
登
録
承
認
を
目
指
し
、国
・

愛
知
県
等
の
関
係
者
の
方
々
と
、よ
り
一

層
の
連
携
を
図
り
、ま
た
地
元
関
係
者
、

自
然
保
護
団
体
や
有
識
者
な
ど
の
方
々

の
ご
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、推
進
議
員
連

盟
の
方
々
に
対
し
て
、力
強
い
協
力
と
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。
 

　
新
た
に
自
民
党
推
進
議
員
連
盟
の
会

長
代
行
に
就
任
さ
れ
た
野
中
広
務
自
民

党
幹
事
長
と
２１
世
紀
万
国
博
覧
会
推
進

議
員
連
盟
の
海
部
俊
樹
会
長
か
ら
愛
知

万
博
の
成
功
に
向
け
て
協
力
す
る
旨
の

激
励
を
頂
き
ま
し
た
。
 

愛知万博検討会議 
に向けて。 

　
博
覧
会
協
会
で
は
、3
月
２１

日
に
第
8
回
の
理
事
会
・
評
議

員
会
を
開
催
し
、平
成
１２
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い

て
承
認
を
得
ま
し
た
。
 

  　
愛
知
万
博
の
準
備
と
し
て
、

建
設
事
業
で
は
会
場
全
般
の
施

設
と
観
客
輸
送
施
設
、供
給
処

理
施
設
な
ど
の
基
本
設
計
を
行

う
と
と
も
に
、こ
れ
ら
施
設
の
施

工
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、Ｂ
Ｉ
Ｅ
の
登
録
承
認
、

資
金
募
集
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

普
及
促
進
、ハ
ノ
ー
バ
ー
国
際
博

覧
会
で
の
広
報
活
動
、海
外
招

請
な
ど
、博
覧
会
の
開
催
に
向

け
た
本
格
的
な
対
応
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
 

  　
予
算
総
額
は
、９１
億
４４
百
万

円
で
、１１
年
度
予
算
と
比
較
す

る
と
２５
億
５２
百
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

地元市民団体へ 
検討会議の趣旨を説明。 
博覧会協会は、４月28日の自然保護３団体との

意見交換会で合意した「愛知万博検討会議（海

上地区を中心として）」の趣旨説明会を行い、地

元市民団体等のメンバーが多数出席されました。 
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第
8
回
理
事
会
・
 

評
議
員
会
を
開
催
。
 

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
 

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
 

ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
 

プロジェクトチームが 
今後の進め方を検討。 

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
。
 

　
会
場
計
画
・
環
境
・
観
客
輸
送
の
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
合
同
会
議
を
開
催
し
、次
の

よ
う
に
今
後
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

●

海
上
の
森
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、「
検
討
会
議
」

で
の
議
論
が
重
要
で
あ
る
。
 

●

会
場
計
画
・
輸
送
計
画
・
環
境
計
画
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
具
体
的
な
検
討
が
必
要
に
な
る
の
で
、検

討
会
議
と
十
分
な
連
携
を
図
る
。
 

●

観
客
輸
送
計
画
に
つ
い
て
は
、既
存
の
交
通
を

利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
、新

し
い
交
通
が
提
案
で
き
る
か
、駐
車
場
の
位
置
、

地
下
鉄
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
を
議
論
す
る
。
 

●

海
上
の
森
で
は
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
使
っ
て「
わ

か
り
や
す
い
」
、「
お
も
し
ろ
い
」
生
物
の
多
様
性
・

自
然
の
現
象
を
テ
ー
マ
展
開
す
る
。
 

●

愛
知
青
少
年
公
園
で
は
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
広
義
の
）を
テ
ー
マ
展
開
す
る
。
 

企画調整会議 コンセプトＰＴ 環境ＰＴ 会場計画ＰＴ 観客輸送ＰＴ 

新エネルギー・省エ
ネルギー・リサイク
ル技術の先進的な
導入や、自然を生か
したプロジェクトを
企画立案する。 

会場計画を 
企画立案する。 

来場者を円滑
に会場内に導
入するための
企画立案、会場
内の移動を検
討する。 
 

博覧会のテー
マをもとにコン
セプトを具体化
する。 

各ＰＴで策定さ
れた原案を検
討し、全体構成
を取りまとめる。 

海
上
の
森
の
博
覧
会
事
業
及
び
 

地
域
整
備
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
公
表
。
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深
谷
隆
司
通
商
産
業
大
臣
、

神
田
真
秋
愛
知
県
知
事
及
び
豊

田
章
一
郎
博
覧
会
協
会
会
長
の

3
者
が
4
月
4
日
に
会
談
を
行
い
、

左
記
の
と
お
り
「
海
上
の
森
の

博
覧
会
事
業
及
び
地
域
整
備
の

基
本
的
方
向
」
に
つ
い
て
合
意
し
、

公
表
し
ま
し
た
。
 

   （１）
海
上
の
森
に
つ
い
て
は
、南
地

区
の
中
に
、自
然
環
境
の
保
全

に
最
大
限
の
配
慮
を
払
い
な
が
ら
、

「
自
然
の
叡
智
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
具
現
化
す
る
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー

ン
と
し
て
の
会
場
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
 

（２）
当
該
会
場
に
は
、テ
ー
マ
館
や

政
府
シ
ン
ボ
ル
館
、自
治
体
館
な

ど
の
展
示
施
設
を
配
置
す
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
会
場

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、水
系
や

地
形
へ
の
配
慮
を
行
う
等
環
境

負
荷
を
最
小
化
す
る
と
と
も
に
、

海
上
の
森
と
の
調
和
に
最
大
限

配
慮
す
る
。
な
お
、そ
の
整
備
に

当
た
り
、保
安
林
地
域
に
つ
い
て
は
、

解
除
申
請
は
行
わ
な
い
。
 

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
施
設
の
建
設
、

運
営
に
つ
い
て
、「
自
然
の
叡
智
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い

博
覧
会
の
実
現
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
、地
元
関
係
者
、自
然
保

護
団
体
や
有
識
者
等
の
意
見
を

幅
広
く
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
る
。
 

（３）
上
記
博
覧
会
会
場
と
は
別
に
、

会
場
周
辺
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
園
路
や
散
策
路
の
整
備
、

案
内
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
。
 

（４）
会
場
計
画
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
、今
後
早
急
に
博
覧
会

協
会
を
中
心
に
関
係
者
で
詰
め
る
。
 

　
な
お
、海
上
の
森
で
の
会
場
の

縮
小
に
伴
い
、想
定
入
場
者
数

は
減
少
す
る
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
情
報
技
術
を
活
用
し
、

世
界
中
の
人
々
が
実
際
に
会
場

を
訪
れ
な
く
と
も
自
然
と
の
触

れ
あ
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
。
 

   （１）
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
は

行
わ
な
い
。
ま
た
、名
古
屋
瀬
戸

道
路
及
び
若
宮
八
草
線
に
つ
い

て
も
、現
在
申
請
中
の
都
市
計

画
の
認
可
申
請
を
取
り
下
げ
る
。
 

（２）
海
上
の
森
の
博
覧
会
会
場
地

を
中
心
と
し
た
地
区
の
将
来
の

地
域
整
備
と
し
て
は
、博
覧
会

施
設
の
活
用
も
含
め
、自
然
環

境
や
生
物
多
様
性
な
ど
に
係
る

研
究
や
教
育
を
行
う
施
設
、自

然
と
共
生
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
体
験
で
き
る
施
設
や
陶
芸

を
楽
し
む
施
設
な
ど
を
設
置
し

た
り
、あ
る
い
は
公
園
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
念

頭
に
、今
後
海
上
の
森
を
保
全
、

活
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
い
い
か
、ま
た
、そ
の

た
め
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
し
た
ら
適
当
で
あ
る
か

な
ど
に
つ
い
て
、地
元
関
係
者
、

自
然
保
護
団
体
や
有
識
者
等
の

意
見
を
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
今

後
検
討
を
進
め
る
。
 

   　
海
上
の
森
南
地
区
と
愛
知
青

少
年
公
園
の
両
会
場
を
結
ぶ
た

め
の
道
路
に
つ
い
て
は
、既
存
の

道
路
の
拡
幅
及
び
一
部
道
路
を

新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
両
会
場

の
連
絡
を
図
る
こ
と
と
し
、早

急
に
関
係
者
で
具
体
的
作
業
を

進
め
る
。
ま
た
、愛
知
環
状
鉄
道

に
つ
い
て
も
、観
客
輸
送
を
円
滑

に
行
う
観
点
か
ら
、早
急
に
関

係
者
で
具
体
的
作
業
を
進
め
る
。
 

   （１）
以
上
の
基
本
的
方
向
に
沿
っ
て
、

「
自
然
の
叡
智
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
ふ
さ
わ
し
い
博
覧
会
を
、内
外

の
広
い
理
解
と
賛
同
を
得
な
が
ら
、

ま
た
、後
世
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
る
も
の
と
し
て
開
催
で
き

る
よ
う
準
備
に
万
全
を
期
す
。
 

（２）
こ
の
た
め
、
本
年
１１
月
な
い

し
１２
月
の
Ｂ
Ｉ
Ｅ
（
博
覧
会
国

際
事
務
局
）
総
会
で
の
登
録
承

認
を
目
指
し
、今
夏
を
目
途
に

Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
申
請
す
べ
く
、会
場
の

具
体
的
な
施
設
配
置
、想
定
入

場
者
数
、資
金
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、

博
覧
会
協
会
を
中
心
と
し
て
関

係
者
一
丸
と
な
っ
て
詰
め
の
作
業

を
早
急
に
進
め
る
。
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1．
会
場
計
画
に
つ
い
て
 

2．
地
域
整
備
に
つ
い
て
 

3．
会
場
間
の
道
路
等
に
つ
い
て
 

4．
今
後
の
進
め
方
 

平
成
１２
年
度
予
算
 

平
成
１２
年
度
事
業
計
画
 

か
い
し
ょ
 

　
環
境
Ｐ
Ｔ
で
は
、青
少
年
公
園
地
区（
愛

知
青
少
年
公
園
、科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
）へ
の
会
場
拡
大
を
受
け
た

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
に
つ
い
て
、広
く

皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
制
作
し
公
表
し
ま
し
た
。海
上
地
区
、

青
少
年
公
園
地
区
の
会
場
計
画
を
考
慮

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
活
用
、エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
各
部
会
の
検

討
状
況
、今
後
の
検
討
内
容
な
ど
が
見
や

す
く
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

博覧会協会は、４月28日の自然保護３団体との

意見交換会で合意した「愛知万博検討会議（海

上地区を中心として）」の趣旨説明会を行い、地

元市民団体等のメンバーが多数出席されました。 

自
然
保
護
3
団
体
と
の
意
見
交
換
会
で
、 

愛
知
万
博
検
討
会
議
に
つ
い
て
合
意
。
 

　
国（
通
商
産
業
省
）、愛
知
県
、

博
覧
会
協
会
と
、世
界
自
然
保

護
基
金
日
本
委
員
会
、日
本
自

然
保
護
協
会
、日
本
野
鳥
の
会
は
、

実
務
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、次
の
よ
う
な
合
意
に
達

し
ま
し
た
。
 

﹇
合
意
事
項
﹈ 

１．
会
議
の
名
称
は
、「
愛
知
万
博

検
討
会
議（
海
上
地
区
を
中
心
と

し
て
）」
と
し
、市
民
参
加
に
よ
る

合
意
形
成
を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

２．
委
員
に
つ
い
て
は
、地
元
関
係
者
、

自
然
保
護
団
体
、有
識
者
等
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、愛
知
万

博
の
あ
り
方
に
対
す
る
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
人
を
選
ぶ
。
博
覧

会
協
会
は
、事
務
局
を
務
め
る
。
 

３．
会
議
の
場
を
万
博
の
プ
ロ
セ

ス
に
き
ち
ん
と
位
置
付
け
、段
階

的
に
合
意
形
成
を
図
る
。
 

４．
第
一
段
階
の
会
議
の
場
に
お

け
る
議
論
の
重
点
は
、博
覧
会

に
お
け
る
海
上
地
区
の
位
置
付

け
に
置
く
。
た
だ
し
、議
論
の
対

象
範
囲
は
、青
少
年
公
園
等
他

の
地
区
に
つ
い
て
や
博
覧
会
の

内
容
、海
上
の
森
の
保
全
・
活
用

に
関
す
る
考
え
方
に
も
及
ぶ
も

の
と
す
る
。
 

５．
会
議
の
場
に
お
い
て
は
、情

報
の
共
有
を
図
り
つ
つ
、複
数
の

案
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
う
。
 

６．
会
議
の
場
お
よ
び
配
布
資
料
は
、

公
開
と
す
る
。こ
の
他
、広
く
意

見
を
聞
く
な
ど
、コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
形
成
を
図
る
。
 

７．
早
期
の
登
録
を
目
指
し
つ
つ
、

徹
底
し
た
議
論
を
行
う
。
 

　
な
お
、こ
の
合
意
事
項
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、地
元
の
理
解

を
得
る
よ
う
周
知
等
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。
 

　
愛
知
万
博
の
全
体
計
画
な
ど
を

検
討
す
る
企
画
調
整
会
議
が
4
月

１３
日
に
開
催
さ
れ
、今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
確
認

し
ま
し
た
。
 

●

自
然
保
護
団
体
等
と
の「
意
見
交

換
の
場
」の
設
定
に
つ
い
て
の
確
認
。
 

●

会
場
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム（
Ｐ
Ｔ
）
、観
客
輸
送
Ｐ
Ｔ
及
び
環

境
Ｐ
Ｔ
の
3
Ｐ
Ｔ
の
合
同
Ｐ
Ｔ
、ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
W
G
）を
開

催
し
、迅
速
な
検
討
に
努
め
る
。
 

●

１２
月
の
登
録
を
前
提
と
し
、今

夏
に
は
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
の
方
向
を
踏
ま
え

た
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
地
元
関

係
者
等
と
の
調
整
を
図
る
。
 

●

海
上
の
森
南
地
区
の
活
用
に
つ

い
て
は
、「
意
見
交
換
の
場
」に
ゆ

だ
ね
る
。 

第
１２
回
企
画
調
整
会
議
を
開
催
。
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4/20

4/18

4/28

５月６日に行われた 
検討会議の趣旨説明会。 
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4EXPO 2005 AICHIだより 2000.6.85 EXPO 2005 AICHIだより 2000.6.8　 

昨年9月からシンボルマークを制定するために「国際指名コンペティション」を実施してきましたが、 
このたび指名デザイナーから提出された40作品の中から、大貫卓也氏の作品に決定しました。 

そして3月21日に公表しました。 

マークが 
決定するまで 

市民審査を実施 

決
定
作
品
と
制
作
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
つ
い
て
 

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
定
で
は
「
市

民
参
加
型
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、公

開
セ
ッ
シ
ョ
ン（
討
論
会
）を
、名
古
屋

と
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
「
国
際
指
名
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
方
式
」
に
よ
り
、国
内
外
合
計
１０

名
の
気
鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
選
出
。
 

　
提
出
さ
れ
た
４０
作
品
に
つ
い
て
は「
審

査
委
員
会
」
で
、３
回
の
審
査
を
重
ね

ま
し
た
。
ま
た
、東
京
・
名
古
屋
の
「
公

開
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
の
参
加
者
を
対
象

に
市
民
審
査
（
投
票
）も
実
施
。
最
終

的
に
大
貫
卓
也
氏
の
作
品
を
採
用
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、一
般
表
記（
以

下
「
マ
ー
ク
等
」
）
は
、愛
知
万
博

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
に
広
く
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
マ
ー
ク
等
の
乱
用
を

避
け
、正
し
く
使
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、手
続
き
、使
用
方
法
な

ど
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
 

（
注
）一
般
表
記
と
は
、２
０
０
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
の
正
式
名
称
、

愛
称
、略
称
な
ど
を
言
い
ま
す
。
 

 

　
愛
知
万
博
の
マ
ー
ク
等
に

関
す
る
一
切
の
権
利
は
、（
財
）

２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
に
属
し
て
お
り
ま
す

の
で
、使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
財
）２
０
０
５
年
日
本
国

際
博
覧
会
協
会
　
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
受
付
係
　
 

〒
4
5
0
―

0
0
0
2
 
名
古

屋
市
中
村
区
名
駅
３
―

１５
―

１
 

名
古
屋
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

２
号
館
４
階
　
 

P
０
５
２
―

５
６
９
―

２
１
０
５
 

決
定
作
品
 

アートディレクター。博報堂を経て、93年大貫デザ
イン設立。80年代から、としまえんの「プール冷え
てます」「史上最低の遊園地」などの広告で、広告
の枠を超えた広告を作りだし、世間をあっと言わせる。 
89年三楽（現・メルシャン）ローリングKのコピ
ーのない広告で「東京コピーライターズクラブ」
のクラブ賞を受賞。ラフォーレ原宿の広告でも
ノンコピーのすぐれた広告を作り続け、日清カ
ップヌードル「ハングリー？」では、92年カンヌ
国際広告映画祭でグランプリを獲得した。ほか
には、「ペプシマン」、新潮文庫「Yonda？」など。 

1958年  
東京都生まれ 

大貫卓也 
おおぬきたくや 

　　　　　　　 
毎日デザイン賞　最高賞／読売広告賞　グランプリ／OAC大賞
／雑誌広告賞　金賞／秀作こうつう広告展　大賞・最優秀賞 
1990年　ADC賞　会員最高賞 
1991年　第21回フジサンケイグループ広告大賞アート賞  
　　　　　（日清食品「日清カップヌードル マンモス編」に対して） 
1992年  ADC賞  会員最高賞  　 
　　　　　ニューヨークADC賞  金賞・銀賞  
　　　　   カンヌ国際広告映画祭 グランプリ 
　　　　　（日清食品「日清カップヌードル ハングリー？」に対して） 
1993年  ニューヨークADC賞　銀賞 
　　　　 カンヌ国際広告映画祭　金賞 
1994年  カンヌ国際広告映画祭　銀賞　　　　 
1995年  カンヌ国際広告映画祭　金賞 

※
本
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
制
作
意
図
説
明
書
」
よ
り
 

　
高
度
成
長
期
の
大
阪
万
博
は
誰
も

が
イ
ケ
イ
ケ
の
お
祭
り
だ
っ
た
。
そ
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
赤
い
桜
の
マ
ー
ク

も
そ
れ
を
体
現
し
て
ハ
マ
っ
て
い
た
。

今
回
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
と
て
も
意
志
の
あ

る
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
だ
と
思
う
。
そ
の
意
志
を

マ
ー
ク
で
体
現
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ

の
マ
ー
ク
は
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
で

あ
る
。
従
来
の
マ
ー
ク
の
象
徴
性
だ
け

で
な
く
機
能
を
持
た
せ
た
。こ
れ
は
い

わ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
い
て
の
「
　
」

と
同
じ
意
味
を
持
つ
。
広
告
活
動
に
お

い
て
も
単
な
る
マ
ー
ク
で
な
く
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
の
機
能
も
持
つ
だ

ろ
う
。
２１
世
紀
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
と
は
い
え
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
必
ず
し
も
答

え
が
出
せ
る
場
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
新

世
紀
へ
向
け
て
の
実
験
の
場
で
あ
る
だ

ろ
う
こ
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
こ
の
マ
ー
ク
は

ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
一
見
飾
り
気
の
な

い
即
物
的
マ
ー
ク
が
実
は
ミ
ニ
マ
ム
で

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
貫
卓
也
〉
 

 

決
定
作
品
に
つ
い
て
 

《主な受賞》 

シンボルマーク制定までの流れ 

　
博
覧
会
協
会
で
は
、公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
正
式

決
定
に
合
わ
せ
て
、３
月

21
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

い
ま
す
。こ
こ
で
は
、博
覧

会
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
、イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
、愛
知
万
博
開

催
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
、博
覧
会
協

会
の
概
要
な
ど
の
最
新
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
耳
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、み
な
さ
ま

の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
を
、幅
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

シンボル 

マーク等の 

使用について 

第２回デザイン専門委員会 [1999/5/11]
・シンボルマーク制定に向けての枠組みを審議 
　　…一般市民の意見も踏まえて進める。 
　　↓ 
シンボルマーク公開セッション[名古屋 ： 5/23][東京 ：6/5] 
・「シンボルマークのあり方」について、デザイン専門家と一般市民 
   参加の公開討論。…意見の大勢は『一流のプロが作ることが必要』。 
・名古屋（500名参加）と東京（300名参加）で実施。 
　　↓ 
第３回デザイン専門委員会・アドバイザー合同会議 [7/21]
・制作方針の策定。…国際指名コンペ方式 
・審査委員会委員（９名）および指名デザイナー候補者（10名）の選出。 
　　↓ 
第１回審査委員会 [9/21]
・コンペ応募要項、審査方法・基準、報道発表資料等の審議・確認。 
　　↓ 
国際指名コンペ開始 [9/28]
・報道発表。 ・10名のデザイナーにコンペ応募要項を送付。 
・９名のデザイナーから合計40作品の応募。（１名は途中辞退） 
　　↓ 
第2回審査委員会 [11/10]（第１次審査） 
・40作品について各委員が投票。 ・得点上位の作品につい 
  て審議し、11作品を選出。…商標先願調査開始。 
 
〈市民審査〉 [東京 ： 11/20、21] [名古屋 ： 11/27、28]
・11作品について、参加者が投票。 
・公開セッション参加者を対象に東京・名古屋で実施。 

〈商標先願調査〉 [12/1] 
・11作品について、２分類（イベント、印刷）で過去の類似作 
   品がないことを確認。 
　　↓ 
第３回審査委員会 [12/3]（第２次審査） 
・市民審査の結果報告を受け11作品について各委員が投票。 
・得点上位の作品について討議し、４作品を選出。 
・４作品について各委員が投票。 
・投票結果を審議し、委員会としての推薦順位を決定。 
　　↓ 
幹部会 [12/14]・審査委員長より審査委員会の結果について報告。 
　　　　　　    ・内定作品について了承。 
〈商標登録〉[～３月] 
 ・国内および海外での商標登録に向けた作業開始。 
　　↓　　　　　　    　　　 
理事会・評議員会 [2000/3/21] 
・審査の経緯について報告。・シンボルマークについて最終承認。 
　　↓ 
記者発表会[2000/3/21]
・ 理事会承認後、報道発表。 
 
■シンボルマークデザインコンペ指名デザイナー 
青木克憲（アートディレクター） 
伊藤豊嗣（グラフィックデザイナー） 
大貫卓也（アートディレクター） 
蔡　國強（現代美術家・中国※途中辞退） 
原　研哉（アートディレクター） 
日比野克彦（アーティスト） 
フィリップ・アペローグ（グラフィックデザイナー・フランス） 
前田ジョン（グラフィックデザイナー・米国） 
森　万里子（アーティスト） 
山内瞬葉（グラフィックデザイナー） 

■シンボルマーク審査委員 
永井一正 
（審査委員長 （社）日本グラフィックデザイナー協会会長） 
伊藤俊治（多摩美術大学教授） 
岡本滋夫（名古屋造形芸術大学教授） 
河原敏文（コンピュータグラフィックス・デザイナー） 
隈　研吾（建築家） 
黒田　眞（（財）２００５年日本国際博覧会協会事務総長） 
佐藤晃一（グラフィックデザイナー） 
中沢新一（中央大学総合政策学部教授） 
山本容子（版画家） 
                                      （敬称略／審査委員長以外は五十音順） 

シンボルマークが決定 

東京・渋谷駅ハチ公口 
地下街入口。 

名古屋市・栄のジェトロ輸入車ショウルーム西側 
（広小路通沿い）に設置されたシンボルマークの塔。 

名古屋市・名駅の豊田ビル西側壁面。 

使
用
に
あ
た
っ
て
 

お
問
い
合
わ
せ
 

新しい地球を 
 どうする? 
 

 まだ未定です・・・ 

 ここに答えを！！ 
 

 ここが重要！ 
 

 ここをよく見て！ 
 

 注意しろ！ 
 

 問題点！ 
 

a

a

a

a

新しいシンボルマークの決定にと
もない、名古屋駅と東京・渋谷駅に
あったこれまでのカウントダウンボ
ードをリニューアルしました。 

インターネット・ホームページアドレス　 

voicebox＠expo2005.or.jp
「ＥＸＰＯの耳」Ｅメールアドレス 

http://www.expo2005.or.jp



2
0
0
0
年
ハ
ノ
ー
バ
ー
国
際
博
覧
会
に
日
本
館
出
展
。
 ■正式名称 

2000年ハノーバー国際博覧会 
（EXPO2000,HANNOVER） 

■開催期間 
2000年6月１日（木）～10月31日（火）  
153日間 

■開催地：ドイツ連邦共和国 
　ニーダーザクセン州ハノーバー市 
■会場規模：総面積160ha 
（ハノーバー国際見本市会場の90haを含む） 

■開催機関：ハノーバー国際博覧会公社 

■基本テーマ：「人間－自然－技術」 

■出展団体：192の国・地域、 
　　　　　  国際機関が公式参加予定 

■ホームページアドレス： 
http://www.expo2000.de

　
ド
イ
ツ
で
開
催
中
の
2
0
0
 

0
年
ハ
ノ
ー
バ
ー
国
際
博
覧
会
に
、

日
本
は
日
本
貿
易
振
興
会（
ジ

ェ
ト
ロ
）が
公
式
機
関
と
し
て

参
加
し
、日
本
館
を
出
展
し
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
日
本
館
は
、再
生
紙
か

ら
で
き
た
「
紙
管
」
を
建
材
と

す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
建
築

さ
れ
ま
し
た
。
紙
を
建
材
と
す

る
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、博
覧
会
史

上
初
の
試
み
で
、世
界
最
大
規

模
の
も
の
で
す
。
紙
管
は
リ
サ

イ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
で
作
ら
れ
、

パ
ビ
リ
オ
ン
解
体
後
も
再
び
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
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ハノーバー国際博覧会の 
公式マスコット、トゥイプシー。 

ハ
ノ
ー
バ
ー
市
の
名
所
 

★車両データ 
全長／3,880mm 
車幅／1,770mm 
車高／1,870mm 
重量／1,683kgs

　
5
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の
3
日
間
、瀬
戸

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
公
開
初
日
の
３
日
、午
前
１０
時
３０
分
か
ら
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、増
岡
錦

也
瀬
戸
市
長
、林
聰
瀬
戸
市
議
会
議
長
、安
井

俊
夫
博
覧
会
協
会
事
務
次
長
、
加
藤
庄
右

2
0
0
5
年
日
本
国
際
博
覧
会
推
進
瀬
戸
地
区

協
議
会
会
長
の
4
氏
に
よ
る
除
幕
式
の
あ
と
、一

般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、大
勢
の
人
 

々
が
訪
れ
、和
紙
で
で
き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
車
と
、

紙
を
通
し
て
も
れ
る
柔
ら
か
い
淡
い
光
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
 

主
催
●
瀬
戸
市
／
博
覧
会
協
会
／
2
0
0
5
年

日
本
国
際
博
覧
会
推
進
瀬
戸
地
区
協
議
会
 

ハ
ノ
ー
バ
ー
博
に
出
展
す
る
 

「
Ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　Ｃ
ａ
ｒ
“螢
”」
が
完
成
。
 

電気自動車「ＲＡＶ４Ｌ EV」
を原型モデルに、1/5のハー
フクレイモデルを制作。 

　
博
覧
会
協
会
は
、
“和
紙
で

包
ま
れ
た
電
気
自
動
車
”（
名

称
「
Ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｃ
ａ
ｒ

“螢
”（
ラ
ン
タ
ン
カ
ー
ほ
た

る
）
」
）の
完
成
を
記
念
し
て
、

博
覧
会
開
幕
5
年
前
に
あ
た

る
３
月
２５
日
、東
京
都
江
東

区
の
パ
レ
ッ
ト
タ
ウ
ン
内
に

あ
る
ト
ヨ
タ
シ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
ケ

ー
ス
で
、報
道
機
関
に
公
開

し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
車
は
、ド
イ
ツ
・
ハ
ノ

ー
バ
ー
博
で
愛
知
万
博
を

P
R
す
る
た
め
に
制
作
し
た

も
の
で
、版
画
家
の
山
本
容

子
氏
が
発
案
し
、全
体
の
ア

ー
ト
ワ
ー
ク
ス
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
車
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
開
発
し
た
電
気
自
動
車「
Ｒ

Ａ
Ｖ
4
Ｌ 

Ｅ
Ｖ
」
が
原
型
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
て
、そ
の
表

面
は
中
部
地
区（
福
井
県
武

生
市
）
に
あ
る
工
房
で
漉
か

れ
た
1
0
0
％
天
然
素
材
を

原
料
と
す
る
和
紙
で
お
お
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

伝
統
工
芸
品
の
和
紙
と
、最

新
の
技
術
的
成
果
の
ひ
と
つ

で
あ
り
２１
世
紀
の
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ビ
ー
ク
ル
と
し
て

期
待
の
高
い
電
気
自
動
車
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、人

と
自
然
の
新
し
い
関
係
を
追

求
す
る
愛
知
万
博
を
表
現
し

ま
す
。
 

　
そ
し
て
“螢
”の
内
部
に
は
、

名
前
の
と
お
り
照
明
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
て
、点
灯
す

る
と
和
紙
を
通
し
た
柔
ら
か

い
光
が
車
両
全
体
を
光
ら
せ

ま
す
。
そ
れ
は
行
灯
の
よ
う

に
つ
つ
ま
し
く
も
、し
か
も

し
っ
か
り
と
し
た
光
で
、「
自

然
環
境
と
の
新
し
い
関
係
作

り
」
を
模
索
す
る
人
類
に
と

っ
て
の
希
望
の
灯
火
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
 

た
け
 

 ふ
 

と
も
し
び
 

あ
ん
ど
ん
 

ドイツへのルートと 
所要時間 

ハノーバー市 

す
 

Lantern Car“螢” 

 モデル制作 

トヨタテクノクラフトで、基
本的な外装を制作する。 

アウター制作 

楮（こうぞ）でできた手漉きの和
紙を、ベースの型に張りつける。 

和紙の装着 

照明は豊久将三氏の設計。 
光源器をトランクに収納する。 

光源の収納 

約１年の歳月をかけて、 
ついに完成した 
和紙の自動車。 

ついに完成 
螢のような光が、 
行灯のように内側から 
優しくもれる。 

行灯と螢 

 瀬戸市でも一般市民に公開。 

6/1

★制作関係者（敬称略） 
■アートワークス　 
山本容子（版画家） 
■和紙制作　 
堀木エリ子（和紙ディレクター） 
■照明設計　 
豊久将三（ライティング・アーキテクト） 
■車体制作　 
小原敏夫（トヨタテクノクラフト） 

2
0
0
0
年
ハ
ノ
ー
バ
ー
国
際
博
覧
会
の
概
要
 

　
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
。
1
9
3
4
年
に
完
成
し

た
周
囲
6
・
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

人
造
湖
で
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
冬
の
ス

ケ
ー
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
7
〜
8
月
に
は
6
週
間
に
わ

た
っ
て
マ
ッ
シ
ュ
湖
祭
り
が
開
か
れ
、

ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
や
ダ
ン
ス
な
ど
で

大
に
ぎ
わ
い
。
北
岸
に
は
シ
ュ
プ
レ

ン
ゲ
ル
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
 

　
1
9
1
3
年
に
建
て
ら
れ
た
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
風
格
の
あ
る

市
庁
舎
は
、市
民
に
と
っ
て
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
名
所
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
高
さ
1
0
0
メ
ー

ト
ル
の
ド
ー
ム
に
上
れ
ば
、ハ
ノ

ー
バ
ー
市
街
の
景
色
が
な
が
め
ら

れ
ま
す
。
建
物
の
内
部
に
は
、町
の

歴
史
を
伝
え
る
ジ
オ
ラ
マ
や
レ
リ

ー
フ
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

日本からドイツへの直行便は、ル

フトハンザ・ドイツ航空、日本航空、

全日空の3社が運航しています 

（2０００年6月現在）。成田空港か

らルフトハンザ・ドイツ航空が週

10便、日本航空が週7便、全日空

が週6便。名古屋空港からルフト

ハンザ・ドイツ航空が3便。関西空

港からルフトハンザ・ドイツ航空が

週７便、日本航空が週3便、全日空

が週2便。所要時間は約１２時間。 

ドイツの北西部にある、

人口53万人の美しく

清潔な町。国際見本市

の開催地として世界的

にも有名です。各都市

からの交通アクセスも

便利ですが、“緑の肺”

とも呼ばれるように、

町の3分の１以上は公

園などの緑化地帯に

なっています。 

各国のナショナルデー

の会場となるエリア。ジ

ャパンデーもここで開

催されます。このプラザ

に面して、デザインセン

ターやディスコ、レスト

ラン、ドイツ館などもあ

ります。 

再生紙を利用して建てられた日本のパビリオン。写真提供/(株)坂茂建築設計 

「
Ｌ
a
n
t
e
r
n
 
Ｃ
a
r
“螢
”」
 

を
展
示
 

　
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
は
７

月
２５
日
。
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
公
式

催
事
で
は
「
日
本
の
響
き
と
躍

動
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、和
太

鼓
と
津
軽
三
味
線
、尺
八
、ド

ラ
ム
に
よ
る
ラ
イ
ブ
感
あ
ふ
れ

る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
ほ
か
、

女
性
舞
踏
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
 

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
に
は
 

多
彩
な
催
事
を
開
催
 

世
界
最
大
規
模
の
紙
の
 

パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
 

　
ハ
ノ
ー
バ
ー
博
の
日
本
館
で
は
、

「
Ｌ
a
n
t
e
r
n
 
Ｃ
a
r
“螢
”（
ラ

ン
タ
ン
カ
ー
ほ
た
る
）
」
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
と
閉

幕
日
に
は
、博
覧
会
会
場
を
走

る
こ
と
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

エキスポプラザ 

ヨーロッパ各国のパビリ

オンやアラブ首長国連邦、

アメリカ館などが集まる

出展ゾーンです。 

東パビリオン地区 

世界の芸術家や建築家が、娯

楽性に富んだ作品を通して博

覧会のテーマを発信。 

テーマパビリオン地区 

日本館など、アジア各国のパビ

リオンが集まる出展ゾーン。また、

ロックやクラシックのコンサート、

花火大会などもこの地区で開

催されます。 

西パビリオン地区 

ここは、ICE(新幹線)が停車する 

ラーツェン駅と、万博会場を結ぶ連絡通路です。 

スカイウォーク 

ハ
ノ
ー
バ
ー
市
庁
舎
 

マ
ッ
シ
ュ
湖
 

10/31

撮影/安藤 公　 写真提供/German Impressions 2000©

HANNOVER
ハノーバー 
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仮
想
空
間
へ
の
招
待
。
 

『春姫道中』に参加した万博隊。 

『
国
際
環
境
展
』 

 に
出
展
。
 

平
成
の
時
代
絵
巻
 

第
6
回『
春
姫
道
中
』に
参
加
。
 

　
尾
張
藩
の
初
代
藩
主
・
徳

川
義
直
の
正
室
・
春
姫
の
嫁

入
り
を
再
現
す
る『
春
姫
道
中
』

が
、
4
月
１６
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
で
や
か
な
衣
装
の

春
姫
に
続
き
、古
式
ゆ
か
し
い

隊
列
で
熱
田
神
宮
か
ら
名
古

屋
城
ま
で
を
練
り
歩
く
春
姫

道
中
は
、
今
年
で
6
回
目
を

迎
え
ま
す
。
 

　
春
姫
道
中
は
、
戦
災
で
焼

失
し
た
名
古
屋
城
の
本
丸
御

殿
の
再
建
を
目
指
す
市
民
グ

ル
ー
プ
、「
本
丸
御
殿
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
実
施
し
て
い
る
市

民
手
作
り
の
歴
史
ま
つ
り
で
す
。

　
今
回
は
義
直
の
生
誕
4
0
0
 

年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

過
去
最
大
の
4
0
0
名
が

時
代
行
列
に
参
加
。
例
年
ど

お
り
「
万
博
隊
」
が
参
加
し
、

沿
道
の
人
々
に
愛
知
万
博

を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
 

　
国
内
外
の
環
境
関
連
の
製

品
と
技
術
を
一
堂
に
展
示
し
、

循
環
型
社
会
の
構
築
を
広
く

人
々
に
紹
介
す
る
『
国
際
環

境
展
』
が
、東
京
江
東
区
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
4
月
１３

日
か
ら
4
月
１６
日
ま
で
開
か

れ
、
博
覧
会
協
会
も
ブ
ー
ス

を
出
展
、
5
万
人
を
超
え
る

人
々
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
／
東
京
国
際
見
本
市
協
会
 

　
愛
知
万
博
の
開
幕
ま
で
ち

ょ
う
ど
あ
と
5
年
に
な
っ
た

3
月
２５
日
か
ら
4
月
9
日
ま

で
の
１６
日
間
、
愛
知
青
少
年

公
園（
愛
知
県
長
久
手
町
）で
、

子
ど
も
た
ち
を
仮
想
空
間
へ

と
招
待
す
る
博
覧
会
協
会
の

主
催
イ
ベ
ン
ト『
世
界
の
木
霊
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
愛
知
万
博
で
は
、最
新

の
情
報
通
信
技
術
を
使
っ

て
、
森
の
中
で
入
場
者
に

音
や
映
像
の
空
間
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
構
想
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

会
場
計
画
策
定
の
た
め
の

実
証
実
験
も
か
ね
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
会
場
と
な

っ
た
児
童
総
合
セ
ン
タ
ー

地
区
に
は
、
音
や
映
像
を

駆
使
し
た
多
彩
な
仕
掛
け

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
　
主
催
／
博
覧
会
協
会
ほ
か
 

 春
の
祭
典
で
万
博
を
Ｐ
Ｒ
、 

 『Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
2
0
0
5
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
』。
 

　
4
月
１６
日
に
瀬
戸
市
で
、

愛
知
万
博
を
応
援
す
る
春
の

祭
典
『
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
2
0
0
5

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
「
陶

祖
ま
つ
り
」
と
も
重
な
り
、会

場
と
な
っ
た
瀬
戸
市
市
民
会

館
は
、
終
日
大
勢
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
会
場
で
は
愛
知
万
博
の
Ｐ

Ｒ
と
、
地
元
瀬
戸
市
の
特
産

品
で
あ
る
陶
磁
器
や
ふ
る
さ

と
の
特
産
品
な
ど
を
展
示
。

ま
た
ホ
ー
ル
で
は
、ア
ニ
メ
映

画
の
上
映
会
や
、
名
古
屋
出

身
の
人
気
俳
優
で
あ
る
加
藤

晴
彦
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

博
覧
会
グ
ッ
ズ
が
あ
た
る
愛
知
万

博
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
。 

加藤晴彦さんの
トークショー。 

会場となっ
た瀬戸市市
民会館。 

自
然
か
ら
学
ん
だ
 

『
里
山
エ
コ
ス
ク
ー
ル
in
中
山
の
森
』
。
 

　
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に

し
た
里
山
環
境
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
、第
2
回
「
里
山
エ
コ
ス

ク
ー
ル
in
中
山
の
森
」
が
、4

月
１６
日
に
瀬
戸
市
中
山
町
の

東
公
園
（
中
山
の
森
）で
開
か

れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
2
月
の
第
1
回
目

に
続
く
当
日
は
、
公
募
に

よ
っ
て
参
加
し
た
小
学
校

5
年
生
と
6
年
生
の
約
４０

名
、
大
学
生
の
リ
ー
ダ
ー

8
名
、
そ
し
て
指
導
員
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
午
前
中
は
「
水
源
を
探

せ
」
。
谷
で
流
れ
の
形
跡
を

見
つ
け
、ス
コ
ッ
プ
で
水
源

場
所
を
掘
り
、
わ
き
水
を

調
査
し
ま
し
た
。午
後
は「
森

の
成
り
立
ち
を
知
る
」
。
自

然
観
察
指
導
員
の
方
と
い

っ
し
ょ
に
、巻
き
尺
や
赤
白

ポ
ー
ル
な
ど
を
使
用
し
、

森
の
地
形
を
測
っ
て
林
相

図
を
形
成
し
ま
し
た
。
　
 

　
　
　
　
主
催
／
博
覧
会
協
会
 

主
催
／
2
0
0
5
年
日
本
国
際
 

博
覧
会
推
進
瀬
戸
地
区
協
議
会
 

インターネットホームページアドレス　 

voicebox@expo2005.or.jp

http://www.expo2005.or.jp
「ＥＸＰＯの耳」Ｅメールアドレス あ

て
先
 

◆答えのわかった方は、はがきに ①クイズの答え ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 
⑥アンケートの回答を記入し、上記のあて先までどうぞ。 

●あて先／〒４５０-０００２ 名古屋市中村区名
駅三丁目１５-１ 名古屋ダイヤビルディング２号
館４階  （財）２００５年日本国際博覧会協会「Ｅ
ＸＰＯ２００５だよりクイズ」係 ●締切／平成12
年６月30日（金） 当日消印有効　抽選で30名
の方に記念品をプレゼントします（発表は、賞
品の発送をもって代えさせていただきます）。 

Ｑ1「ＥＸＰＯ2005だより」の入手先 
Ｑ2「ＥＸＰＯ2005だより」についての感想、要望 

アンケート 

EXPOの 

ズ
 

ク
 
イ
 

「あーっ、下から 
  水が出てきた」 

「木霊の森」 

「神話への旅」 


